
令和　７年１１月　４日

　配布する啓発チラシでは、冬用タイヤの装着を呼びかけるとともに、冬の道路を安全に

走行するための役立つ情報が入手できる方法を紹介します。

　　※荒天等により、延期する場合があります。

副所長（道路担当）　 竹下　和幸（たけした　かずゆき）

道路管理課長 西條　健一（にしじょう　けんいち）

電話　：　０８２４－６３－４１２１（代表）

　雪が降る冬シーズンを前に、一般国道５４号及び中国横断自動車道尾道松江
お の み ち ま つ え

線沿線の

「道の駅」において、警察と合同で安全走行を啓発するチラシを配布し、ドライバーに冬用

タイヤの早期装着を呼びかけます。

～冬の道路を安全に走行する準備をお願いします～

　　過 年 度 の ス タ ッ ク ・ 事 故 状 況

国道交通省　　中国地方整備局　三次河川国道事務所

　　３） 道の駅「ゆめランド布野
ふ の

」　（一般国道５４号）

　　　令和７年１１月２５日（火）　１４：００～１５：００（予定）

　　　令和７年１１月１８日（火）　１４：００～１５：００（予定）

【担　　　当】

　　２） 道の駅「たかの」　（中国横断自動車道尾道松江線）

問合せ先

　　１） 道の駅「たたらば壱
いち

番地
ば ん ち

」　（中国横断自動車道尾道松江線）

お 知 ら せ

冬用タイヤ早期装着の呼びかけを行います

　　　令和７年１１月１３日（木）　１４：００～１５：００（予定）

○実施場所及び日時

〔　資 料 提 供　〕 合同庁舎記者クラブ、中国地方建設記者クラブ、島根県政記者会

広島県政記者クラブ、三次記者クラブ

三次河川国道事務所
Miyoshi office of River and National Highway

国土を整え、全力で備える
中国地方整備局

三次河川国道事務所

Ｘ 二次元バーコード



ああ11月18日（火）

あ14時00分～
道の駅『たかの』

啓発チラシ配布実施日・場所

国土地理院「地理院地図（電子国土Ｗｅｂ）」を元に三次河川国道事務所が作成

三次河川国道事務所の管理区間

11月13日（木）

14時00分～
道の駅『たたらば壱番地』

11月25日（火）ああ

14時00分～ああ

道の駅『ゆめランド布野』

尾道本線料金所
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尾道北IC



尾道松江線国道54号



冬の道路、安全走行のために

国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所
〒728-0011 広島県三次市十日市西６丁目２－１ TEL 0824-63-4121（代表）

https://www.cgr.mlit.go.jp/miyoshi/

冬用タイヤ未装着車による交通遮断

凍結防止剤の散布作業状況除雪の作業状況

表示のイメージ
※交通規制を行ったり、
災害が発生した場合に
は表示しない場合があ
ります。

道の駅において、道路気象情報を提供中です。
また、夜間には道路情報板に県境付近の天
気・気温の予想をお知らせしています。

目的地までの天気・道路状況を
あらかじめ確認しましょう。テレビ
やラジオのほか、インターネット
では常時最新の情報を確認でき
ます。

積雪・凍結情報や冬用タイヤ・
チェーン規制、通行止めなどの
場合も、運転困難な場合は、出
発時間の変更や公共交通機関
の利用も検討しましょう。

自動車の点検を行って
から出発しましょう。冬用
タイヤを装着しているか、
燃料は十分か、バッテリ
ーは大丈夫か確認を。
冬の運転ではウォッシャ
ー液が不可欠。しっかり
補充しておきましょう。

冬用タイヤを装着していても、峠を越える
場合はチェーンを用意した方がよいでしょう。
また、非常時に備え、工具や停止表示板、
発炎筒、牽引用途ロープ、雨具、手袋、タオ
ル、着替え、懐中電灯、雪かきなどを用意し
ておくと安心です。

国道５４号の
道路情報を提供し
ています。

「道の駅」
ゆめランド布野

積雪又は凍結している道路に
おいて自動車(二輪のものを
除く。)を運転するときは、駆動
輪にタイヤチェーンを取り付け、
又は全車輪にスタッドレスタイ
ヤ若しくはスノータイヤ(接地
面の突出部が50パーセント以
上摩耗していないものに限
る。)を装着する等路面の状況
に応じ効果的な滑り止めの装
置を講ずること。

三次河川国道事務所のＨＰからアクセスしてください。

尾道松江線の
道路情報を提供し
ています。

国道５４号横谷登坂


